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★新しい学習指導要領★

文部科学省が定める学習指導要領は、時代の変化に合わせて改訂されてきました。今回、

平成２９年告示の学習指導要領は小学校が今年度より、中学校は来年度より施行されます。

今回の改訂にはいくつかのポイントがありますが、そのうちのひとつが「社会に開かれ

た教育課程の実現」にあります。これは、「よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創

る」という理念を学校と社会が共有するという意味です。複雑で多様化する社会を生きる

子どもたちの資質・能力を育成し、新しい社会をつくる人材を育てるために、学校と地域

が協力していくことが大切となります。そして、学校と地域が近い入遠野ではまさにそれ

が可能であると私は考えています。これからも様々な活動を通して保護者や地域の方々と

協力しながら、子どもたちを育てていきたいと思います。

★学校評議員の紹介★

学校評議員は学校の運営についてご意見を ＜令和２年度 学校評議員＞

いただく方々です。今年度は右の４名の皆様 渡辺善宏 様(入遠野中 現ＰＴＡ会長)

にお引き受けいただきました。５月に第１回 佐藤哲郎 様(入遠野中 同窓会長)

学校評議員会を開催し、本校の学校経営につ 蛭田優子 様(いわき市人権擁護委員)

いて説明させていただきました。いろいろな 五十嵐洋之 様(入遠野小 校長)

立場からご意見をいただき、本校の運営に役

立てていきたいと思います。

★里山体験★

本校では恒例の行事となりました「里山体験活動」を今年度も行いました。講師の先生

をお迎えし、全校生が参加して「布草履」、「竹細工」、「行灯」から希望の物を制作しま

した。制作する上では、それぞれ難しいところがあり、生徒は苦労していましたが、完成

後は満足した表情となりました。布草履づくりをご指導いただいた髙橋先生からは「飾る

だけでなく、ぜひ使ってください」とのお話がありました。生活の中で昔から道具として

使われてきた物、それを地元の素材を使って、自分がつくるという体験が郷土を愛すると

いうすばらしい学びにつながったのではないかと思います。

［講師の皆様］

〇「布草履」 髙橋政雄 様（日本レクリエーション インストラクター）

〇「竹細工（籠、コースター）」 石森金一 様

〇「行 灯」 平山 祐 様、平山綾子 様、シルヴィア・ギャラハー 様

（遠野町 地域おこし協力隊）

〇全体コーディネート 櫛田直幸 様（遠野キャンプ場）

【裏面につづく】



〈竹細工〉 〈行灯〉

星形のコースターをつくっています 紙の大きさに合わせて楮で骨組みを

つくっています（外側は遠野和紙です）

〈完成品の一部：竹籠と布草履〉

〈布草履〉

草履の目を一段ごとにしっかりと詰めています

〈完成品の一部：行灯〉

★エアコンの設置工事★

いわき市では、小学校・中学校

の順にエアコンの設置工事を行っ

ています。そして、いよいよ本校

でも工事がはじまることになりま

した。工期は年内一杯の予定なの

で、残念ながら今年の夏には間に

合いません。現在は、各教室に扇

風機が設置されています。今年は

例年と異なり、７月一杯が授業日となりますので、暑さ対策、熱中症対策に取り組む必要

があります。本校では、生徒全員に団扇と冷涼タオルを配付しました。また、授業中の水

分補給も可としました。本格的に工事がはじまると、保護者や地域の皆様にご迷惑をおか

けすることがあるかもしれませんが、ご協力をお願いいたします。


